
2014 年 5 月 3 日、野幌自然休養林（ｶﾗﾏﾂｺｰｽ）の原の池の土手からササ薮をかき分けミ

ズバショウの群生地に 5年ぶり（同時期）に行って見ました。5年前は残雪が残り、ミズバ

ショウの葉はまだ小さく、一帯が純白の花のように見える仏炎苞が目立っていました。し

かし、今回は、葉が大きく成長し、白い仏炎苞より、緑色の葉が目立っていました。これ

は温暖化の影響でしょうか。

帰りにササヤブをかき分け、遊歩道に戻る途中、かき分けたササの地床に何か茶色の紐

のようなものを見つけました。よく見るとアオダイショウでした。相手はびっくりしたの

かこの写真のような形で身じろぎもせず、固まったままでした。春の息吹を感じて、冬眠

から覚めて出てきたのでしょう。私はもともとヘビはあまり好きではないのですが、何故

かいじらしく感じ、やや、しばらく見ていました。


